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福島 久美，??富田 俊，??伊藤 京子??
藤生 あや，??関 真由美，??久保ひかり?






















族の一致した意思があるのは 5例 (42％) (A群 4例, B
群 1例)であった.説明後の同意書があるのはAa群のみ













奥澤 直美，小林 剛，眞中 章弘
間島 竹彦（国立病院機構 西群馬病院
緩和ケアチーム）










の内容で行った.【結 果】 参加人数はのべ 36人で
あった.内訳は,当院の外来患者 6人,入院患者 18人,家


























野村けさよ，? 伊藤 里美，??島野 玲子??























































研究期間平成 22年 7月～平成 23年 1月,対象は当病棟
看護師 17名.小林の「ケアとしての死化粧」を参考に独
自の質問紙票を作成,単純集計.自由回答は質的分析.
?倫理的配慮>研究以外の目的に使用せず,個人名の特
定はされない事で同意を得た.【結 果】 対象者の
82％以上がケアに関する気持ちが前向きに変化した.
?気持ちの変化」のカテゴリは「ケアへの満足感」「看護
のやりがい・達成感」「家族の悲嘆のケア」,?ケア時の家
族への声かけ」のカテゴリは「家族のグリーフケアと故
人との最期の思い出作り」「看護師のグリーフケア」の順
となった.【考 察】 看護師全員が家族からのリアル
な反応を各々実感していた.エビデンスや実践方法の学
びが, 意識の向上や満足感のある看護に繫がったと考え
る.エンゼルケアは患者・家族へのケアに繫がり,やりが
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